
〔
書
評

紹
介
〕

平
安
博
物
館
考
古
学
第
2
研
究
室

渡

辺

誠

編

「
桑
飼
下
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」

と
の
紹
介
文
で
は
、
わ
た
く
し
を
も
含
め
て
考
古
学

K
な
じ
み
の
薄
い
一
般

の
地
理
研
究
者
を
対
象
と
す
る
形
で
書
き
進
め
る
こ
と

K
す
る
。
を
ず
私
事

K

つ
い
て
述
べ
、
も
っ
と
も
た
い
せ
つ
な
報
告
書
の
内
容

K
つ
い
て
は
最
後
と
い

う
逆
の
順
序
で
あ
る
。

わ
た
く
し
と
「
桑
飼
下
遺
跡
」
地
域
昭
和
三
四
年
七
月
、
か
ね
て
自
然
堤

防
と
し
て
白
を
つ
け
て
い
た
、
乙
乙
由
良
川
下
流
の
桑
飼
下
(
京
都
府
舞
鶴
市

桑
飼
下
)
へ
行
っ
た
。
由
良
川
が
ゆ
る
〈
蛇
行
し
、
そ
の
右
岸

K
沿
っ
て
、
き

わ
立
っ
て
高
い
自
然
堤
防
が
連
左
っ
て
い
た
。
歓
喜
で
あ
っ
た
。

ζ

の
と
き
を

き
っ
か
け

K
、
昭
和
四
八
年
を
で
に
一

O
回
以
上
ζ

の
土
地
を
訪
ね
た
と
と
に

な
る
。と

と
で
わ
た
〈
し
の
心
に
特
大
の
疑
問
が
残
っ
た
。
そ
れ
は
自
然
堤
防
上
の

六
六
戸
の
全
農
家
が
明
治
田

O
年
の
大
水
害
で
流
失
し
て
な
り
、
家
の
礎
石
か

ら
も
そ
れ
は
よ
く
わ
か
っ
た
。
疑
問
と
い
う
の
は
、
こ
の
と
き
流
失
し
た
集
落
.

が
一
体
い
つ
の
時
代

K
発
生
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
全

〈
の
推
測

K
過
ぎ
左
い
が
、
ず
っ
と
古
い
時
代

K
発
生
し
、

そ
の
後
、
洪
水
で

流
失
す
る
と
と
を
繰
返
し
つ
つ
明
治

K
至
っ
た
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
の
こ
と
は

架
空
の
推
測
と
て
、

も
ち
ろ
ん
つ
ぎ
の
報
告
に
は
書
け
な
か
っ
た
。
寵
瀬
良
明

(
一
九
六
二
)

京
都
府
由
良
川
下
流
谷
平
野

横
浜
市
立
大
学
紀
要

そ
し
て
本
報
告
書

K
よ
っ
て
、
永
年
の
疑
義
は
解
け
た
の
で
あ
る
。

渡
辺

誠
助
教
授
と
わ
た
く
し

時
は
移
っ
た
。
し
か
し
由
良
川
、
と
く
に

桑
飼
下
の
自
然
堤
防
は
わ
た
〈
し
の
脳
裏
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
調

査
を
縁
で
知
っ
た
一
人
、

と
の
地
の
桑
垣
太
一
さ
ん
か
ら
、

と
ん
ど
建
設
省
の

手
で
由
良
川
の
自
然
堤
防
の
半
分
を
除
去
し
て
、

河
幅
を
広
げ
る
工
事
を
始
め

る
と
の
手
紙
を
受
取
っ
た
と
き
も
飛
ん
で
行
っ
た
。
そ
の
後
、

さ
ら

K
工
事

K

よ
っ
て
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
学
者
の
手
で
本
格
的
左
発
掘
が
始
交
っ
た
と
の
知

ら
せ
で
、

安
た
4

4

b

た
飛
ん
で
行
っ
た
。
昭
和
四
八
年
二
月
一
一
日
の
と
と
で
あ

る
。
本
報
告
書
の
発
掘
経
過
記
事
(
一

一
t
二
O
頁
)
を
読
む
と
、
そ
の
日
は

第
一
次
発
掘
調
査
の
開
始
(
一
月
二
九
日
)
直
後
だ
っ
た
と
と
に
在
る
。

自
然
堤
防
上
に
は
、
調
査
団
の
た
め
の
板
囲
い
の
、
そ
を
つ
左
小
屋
が
建
つ

て
hu-P
、
わ
た
く
し
は
そ
と
で
黙
々
と
し
て
発
掘
作
業

K
従
事
し
て
い
る
若
い
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学
者
た
ち
に
接
触
で
き
た
。
そ
の
日
も
日
本
海
母
独
特
の
冬
空
だ
っ
た
が
、

乙

と
で
受
け
た
強
烈
在
感
激
は
い
ま
も
残
っ
て
い
る
。

「
地
理
」

一
八
巻
八
号

K

書
い
た
の
は
そ
の
時
の
記
事
で
あ
る
。

昨
年
拙
著
「
自
然
堤
防
」
を
出
版
す
る
に
際
し
て
は
、
渡
辺
誠
助
教
授
の
御

好
意
で
、
第
一
、
二
次
調
査
報
告
書
と
貴
重
左
発
掘
現
場
写
真
を
頂
き
、
巻
頭

「
遠
賀

を
飾
る
ζ

と
が
で
き
た
。
そ
の
渡
辺
さ
ん
か
ら
あ
る
日
電
話
が
あ
り
、

川
の
河
鮮
の
地
形
調
査
を
し
た
ζ

と
が
念
い
か
、
そ
の
記
事
は
左
い
か
」
と
の

と
と
。
実
は
紹
和
四

O
年
前
後

K
何
回
も
そ
こ
を
歩
き
、
資
料
も
多
少
集
積
し

て
い
る
の
だ
が
、

変
だ
論
文

K
は
な
っ
て
い
念
い
と
答
え
た
の
だ
っ
た
。

さ
ら

K
十
二
月
に
入
る
と
再
度
の
電
話
で
、

「
自
然
堤
防
」
を
五
冊
急
送
せ

よ
と
の
有
難
い
御
下
命
を
受
け
た
。

自
然
堤
防
地
形
に
注
意
を
払
う
渡
辺

そ
の
よ
う
左
ζ

と
が
重

誠
助
教
授



念
っ
た
の
で
、
渡
辺
助
教
授
と
そ
の
周
囲
の
考
古
学
者
が
、
自
然
堤
防
を
人
間

の
生
活
舞
台
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
は
、
わ
た
く
し

K
と
っ
て
強

い
関
心
事
と
走
り
は
じ
め
た
。
そ
し
て
贈
ら
れ
た
部
厚
い
と
の
報
告
書
を
読
み

進
む
う
ち
、
い
く
つ
も
の
重
要
左
記
述

K
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
:
・
:
・
自
然
堤
防
は
す
べ
て
遺
跡
で
あ
る
、
と
さ
え
認
識
し
て

も
、
決
し
て
事
実
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
る
こ
と
は
を
い
で
あ
ろ
う
と
と
を
、

強
調
し
て
な
き
た
い
。
」

(
一
一
二
二
頁
)
と
い
う
〈
だ
り
で
あ
る
。

自
然
堤
防
を
舞
台
と
す
る
の
は
な

K
も
と
と
桑
飼
下
だ
け
で
念
〈
、
由
良
川

べ
り
の
ほ
と
ん
ど
全
部
の
自
然
堤
防
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
、
五
万
分
一
図

K

記
入
さ
れ
て
い
る

(
六
頁
)
だ
け
で
念
〈
、
西
日
本
の
各
地
の
事
例
を
数
多
く

あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
稲
作

K
好
都
合
左
弥
生
時
代
の
舞
台
で
あ
る

だ
け
で
念
い
と
と
と
わ
っ
た
う
え
、
縄
文
時
代
の
自
然
堤
防
遺
跡
を
あ
げ
て
い

る
。
石
川
県
犀
川
下
流
、
豊
川
下
流
の
自
然
堤
防
上
、

一
宮
市
佐
野
、
同
馬
見

塚
左
ど
の
遺
跡
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
近
畿
地
方
で
は
京
都
市
上
烏
羽
、
向

日
市
石
田
川
、
桜
井
市
大
福
、
淀
川
右
岸
高
槻
市
住
本
、
日
高
郡
川
辺
町
和
佐

左
ど
も
自
然
堤
仲
間
上
の
遺
跡
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(三

O
九

t
一
二
一
一

貰
)
さ
ら
に
小
出
博
(
一
九
七

O
)
を
引
用
し
て
「
西
日
本
は
一
般
的
に
河
岸

段
丘
や
洪
積
台
地
が
弱
い
(
三

O
九
頁
)
」
と
述
べ
た
後
、
「
河
岸
段
丘
等
の

好
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
た
め

K
、
遺
跡
の
立
地
条
件
と
し
て
、
自
然
堤
防
が
重

要
祝
さ
れ
て
〈
る
の
は
、
き
わ
め
て
自
然
左
乙
と
で
あ
る

(三

O
九
頁
)
と
指

摘
し
て
い
る
。

縄
文
時
代
に
お
け
る
自
然
堤
防
の
生
活
条
件

自
然
堤
防
は
、
弥
生
時
代

K
は、

付
随
す
る
後
背
湿
地
で
水
稲
作
が
行
念
わ

れ
や
す
い
か
ら
、
よ
い
生
活
舞
台
と
在
る
と
と
が
多
い

K
し
て
も
、
縄
文
時
代

も
有
利
な
舞
台
で
あ
っ
た
の
は
左
ぜ
か
。
渡
辺
助
教
授
は
「
ま
ず
由
良
川
は
網

漁
の
舞
台
で
あ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら

K
「
露
出
し
て
い
る
粘
土
層
は
土
器
の
胎

土
を
供
給
・
:
自
然
堤
防
上

κは
ド
ン
グ
リ
・
ク
り
等
の
堅
果
類
、
根
菜
類
の

採
集
が
行
な
わ
れ
」
由
良
川
と
後
背
湿
地
の
水
は
鳥
類
を
集
め
た
。
自
然
堤
防

斜
面
か
ら
の
自
然
湧
水
は
、
冬
季
ド
ン
グ
リ
や
ト
チ
の
実
の
ア
ク
抜
き

K
利
用

さ
れ
た
。

「
後
背
湿
地
で
は
、
網
漁
の
他
に
、
毒
流
し
漁
が
想
定
さ
れ
る
。
ま

た
秋

K
は
ヒ
シ
の
実
の
採
集
が
行
左
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ

し
て
と
の
よ
う
左
生
活
を
展
開
し
て
い
た
縄
文
後
期
村
落
の
経
済
基
盤
の
形
態

を
、
と
〈

K
ゴ
シ
ッ
ク
文
字
で
「
桑
飼
下
型
経
済
類
型
」
と
命
名
し
て
い
る
の

は
興
味
深
い
。

「
西
南
日
本

K
な
け
る
と
う
し
た
立
地
条
件
は
、
弥
生
時
代

K
念
っ
て
水
稲

栽
培
を
受
容
す
る
際

K
、
非
常
に
受
容
し
易
い
前
提
条
件
の
一
つ
を
形
成
し
て
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い
た
ζ

と

K
念
る
」

(
一
一
二
七
頁
)
と
い
う
記
述
も
注
目
を
ひ
〈
。

と
と
だ
け
で
な
く
、

わ
た
〈
し
の
自
を
み
は
ら
せ
る
珠
玉
の
記
事
は
‘

全
巻

に
み
ち
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
〈
考
古
学
者
や
古
代
史
家

K
注
目
さ
れ
て
い
る

K

相
違
左
い
。
し
か
も
下
層
か
ら
順
次
縄
文
、
弥
生
、
さ
ら
に
「
表
土
近
く

K
は

中
世
・
近
世
の
遺
構
面
も
残
存
し
て
い
た
」

ζ

と
か
ら
、
本
書
は
よ
り
広
範
左

史
学
者
伯
作
も
魅
力
あ
る
研
究

K
相
違
な
い
。
地
理
学
者
と
く

K
平
野
地
形
の
専

攻
者
と
歴
史
地
理
学
者

K
は
必
読
の
室
一
回
の
よ
う

K
恩
わ
れ
る
。

終
り
に
本
報
告
書
の
目
次
と
調
査
班
組
織
の
あ
ら
ま
し
を
列
挙
す
る
。

遺
跡
の
位
置
と
環
境

二
、
発
掘
調
査
の
経
過

縄

目
次
概
要

文
時
代
の
遺
構
と
遺
物
(
炉
祉
・
埋
楚
・
特
殊
粒
土
層
・
縄
文
土
器
・
石
器
・

石
製
品
・
土
製
品
・
木
製
品
・
動
物
遺
体
・
植
物
種
子
・
炭
化
材
・
花
粉
分
析

、ーノ

四
、
弥
生
時
代
以
降
の
遺
構
と
遺
物
(
住
居
社
・
土
域
・
弥
生
式
土
器
・



土
師
器
・
陶
器
・
須
恵
器
・
鉄
犠
・
土
製
品
・
石
製
品
)

五
、
綜
括
(
立
地

条
件
を
め
ぐ
る
諸
問
題
・
縄
文
後
期
集
落
の
経
済
基
盤
・
縄
文
農
耕
論
へ
の
新

し
い
視
角
)

英
文
抄
録

引
用
文
献
目
録

図
版

調
査
団

団
長

角
白
文
衛

調
査
主
任

渡
辺

誠

調
査
員

岡
肇
・
鈴
木
忠
司
・
江
谷
寛
・
亀
井
節
夫
・
那
須
孝
悌
・
田
中
正
昭
、
そ
の
他

木
村
・
山
本
・
小
池
・
川
端
・
長
谷
川
・
山
岸
・
山
下
・
梅
咲
・
上
羽
・
飯
田

・
西
国
在
ど
の
若
い
学
者
が
協
力
。
江
坂
輝
弥
・
賀
川
光
夫
・
寺
島
孝
・
中
道

秋
治
・
永
松
・
乎
ノ
内
・
下
村
諸
氏
も
名
を
つ
ら
ね
る
な
ど
、
落
大
な
組
織
で

左
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
地
理
学
の
側
と
い
う
よ
り
、
わ
た
〈
し
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
で
あ
る
自

然
堤
防
の
ど
く
限
ら
れ
た
視
角
か
ら
の
紹
介
で
あ
り
、
穫
め
て
不
備
左
記
述

K

過
ぎ
左
い
と
と
を
な
わ
び
し
つ
つ
欄
筆
す
る
。

本
報
告
書
は
非
売
品
で
あ
る
が
、
発
行
所
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
若
干
の
余

部
が
あ
り
、
京
都
市
中
京
区
三
条
高
倉
平
安
物
館
経
理
課
(
〒
六

O
四

定
価
六

O
O
O円
送
料
一
二
四

O
円
で
な
わ

振
替

京
都
七
七
七

)
K
申
込
ま
れ
れ
ば

け
で
き
る
と
の
と
と
で
あ
る
。

B
五
版
三
四
八
頁

ほ
か
に
ア
!
ト
写
真
版
七

頁

一
九
七
五
年
二
一
月
コ
二
日
舞
鶴
市
教
育
委
員
会
発
行

寵

瀬

良

明、./

山
崎
謹
哉
編
著

地
理
教
育
の
本
質
と
実
践

本
書
は
専
修
大
学
の
山
崎
謹
哉
教
授
を
中
心

K
、
駒
沢
大
学
の
中
島
義
一
助

教
授
が
協
力
し
た
著
述
で
あ
る
。
ほ
か

K
小
学
校
教
育
を
大
角
留
吉
(
日
大
地

理
卒
・
一
戸
塚
一
小
)
、
奥
藤
恭
弥
へ
千
葉
大
卒
、
東
大
研
修
・
習
志
野
二
中
)
、

阿
部
和
夫
(
岩
手
大
卒
・
岩
谷
堂
高
)
の
三
先
生
が
実
践
面
を
分
担
し
た
、
書

名
の
と
な
り
「
本
質
と
実
践
」
の
す
ぐ
れ
た
教
科
書
で
あ
る
。

五
名
の
編
著
者
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
上
、
評
者
も
よ

片

〈
知
っ
て
い
る
の
で
、
文
章
が
読
み
や
す
い
乙
と
と
椙
ま
っ
て
、

ア
ブ
と
い
う

ま
に
、
全
巻
を
読
了
し
て
し
ま
っ
た
。

ζ

れ
左
ら
、
現
場
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、

他
日
現
場
へ
出
る
た
め

K
学
部
大
学
生
が
、
教
職
課
程
の
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
教

材
研
究
指
針
と
し
て
使
用
し
や
す
い
に
違
い
左
い
。

本
書
の
特
色
の
第
一
は
、
地
理
教
育
と
は
何
か
、
地
理
学
と
の
関
係
、
小

中
・
高
校
で
の
地
理
教
育
で
の
本
質
と
実
際
面
は
も
と
よ
り
、
郷
土
学
習
か
ら

遠
足
の
し
か
た
に
い
た
る
ま
で
、

が
よ
そ
地
理
教
育
の
各
面
を
一
通
り
、
ま
ん

べ
ん
念
〈
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
れ
念
ら
大
学
の
テ
キ
ス
ト

K
好
適
で
あ
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ろ
う
。第

二
の
特
色
は
地
理
教
育
の
実
際
の
や
り
方
を
具
体
的

K
展
開
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
例
え
ば
小
学
校
五
年
生
、

「
日
本
の
農
業
」
を
二
八
時
間
で
行
左
う

指
導
計
画
を
、
あ
る
い
は
六
年
生
「
さ
ば
〈
と
草
原
」
の
展
開
例
を
適
切

K
示

し
て
い
る
。

同
じ
「
日
本
の
農
業
」
は
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う

K
指
導
す
る
か
。

ζ

れ
を

日
本
経
済
の
諸
問
題
と
し
て
、
政
経
社
分
野
で
綿
密

K
展
開
し
て
見
ぜ
て
く
れ

る。
高
校
で
は
「
オ
セ
ア
ニ
ア
と
南
極
大
陸
」
の
指
導
案
で
は
、

そ
の
展
開
例
が

と
〈

K
す
ぐ
れ
て
い
る
。

第
三
の
特
色
は
生
徒
指
導
の
実
践
例
を
写
真
や
地
図
を
加
え
て
、

興
味
深
〈

表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
じ
傾
向
は
山
崎
教
授
自
身
の
撮
影
に
左
る
、
住

宅
地
と
入
組
む
野
菜
畑
と
芝
生
畑
を
示
し
た
都
市
域
農
業
の
景
観
写
真
に
も
見




